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近年，カンピロバクターとサルモネラは，常にわが国

の細菌性食中毒の病因物質別事件数の上位にランクされ

ている（厚生労働省ホームページ;全国食中毒統計）．鶏肉は

これら2菌種の汚染率が高く，特にカンピロバクター食

中毒の主要な原因食品の一つとして重要視されている

［1］．

現在，食品における食中毒の原因となる微生物のリス

ク評価には定性試験だけではなく，定量的評価が不可欠

であり，また，分離株の詳細な性状などを明らかにする

必要がある．しかし，現在のところ，国内で流通してい

る鶏肉を対象として，カンピロバクターとサルモネラを

同時に検査し，それぞれの汚染率・汚染菌数や複合汚染

の有無を調査した報告はみられない．

そこで本研究では，市販されている国産及び輸入鶏肉

のカンピロバクターとサルモネラの汚染菌数を定量的に

比較し，また，近年問題となっている［2h6］，キノロン

系薬剤などに対する耐性菌の出現状況を明らかにするた

め，分離株の薬剤感受性試験を行った．

材 料 及 び 方 法

供試材料： 2004 年 4月から2011 年 12 月にかけて，

県内の小売店（16店舗）において購入した国産鶏，も

も肉71検体，むね肉62検体，手羽先21検体，計154

検体及び輸入鶏，もも肉75検体，ささみ10検体，むね

肉7検体，手羽先4検体，計96検体を対象とした．

カンピロバクター定量検査法：鶏肉中のカンピロバク

ターの菌数はMPN（3管）法［7］により測定した．検

体25gにPreston培地［8］（Oxoid, U.K.）100mlを添

加後，ストマッカーで約1分間処理して5倍乳剤を作製

した．この乳剤を3本の空の試験管にそれぞれ10mlず

つ分注し，さらに，試料乳剤1ml及び0.1mlをそれぞれ

Preston培地が10ml入った試験管の3本ずつに接種し

た．これら試料を 42 ℃，24 時間微好気培養（N 2 ：

85％，CO2 ：10％，O2 ：5％）後，各試験管の培養液
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市販鶏肉250検体を対象として，カンピロバクターとサルモネラによる汚染状況を調べた．カンピロバクターは国産

鶏肉の61.0％（94/154検体），輸入鶏肉の28.1％（27/96検体）から分離された．分離株の多くはCampylobacter

jejuniであったが，輸入品は国産品に比べC. coliの割合が高かった．カンピロバクター汚染菌数は，多くが3.0log

MPN/100g未満であった．サルモネラは国産鶏肉の47.4％（73/154検体），輸入鶏肉の17.7％（17/96検体）から分

離された．国産鶏肉から分離されたサルモネラの主要な血清型はSalmonella Infantisであったのに対し，輸入鶏肉で

はS. Enteritidisであった．サルモネラ汚染菌数は多くが2.0log MPN/100g未満であった．薬剤感受性試験の結果，

カンピロバクター（5薬剤を供試）の42.4％（114/269株）及びサルモネラ（12薬剤を供試）の100％（90/90株）

が，供試した薬剤の1剤以上に耐性を示した．C. jejuniは，国産鶏肉由来株の35.2％（64/182株），輸入鶏肉由来株の

45.3％（24/53株）がナリジクス酸（NA），シプロフロキサシン，ノルフロキサシン，オフロキサシンの4剤に耐性を

示した．また，輸入鶏肉由来の C. coli 8株はエリスロマイシンに対して耐性を示した．サルモネラについては，

S. Infantisの8/66（12.1％），S. Enteritidisの10/11（90.9％）がNAに対して耐性を示した.
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の1白金耳量をmCCDA培地［9］（Oxoid, U.K.）に塗

抹して微好気培養（42℃，48時間）した．各培地上の

カンピロバクターを疑う集落を2～3個釣菌してグラム

染色，位相差顕微鏡による形態及び運動性の観察，オキ

シダーゼ試験，カタラーゼ試験などによるカンピロバク

ターの1次スクリーニングを行い，カンピロバクター陽

性試験管を決定した．各培養段階における試験管の陽性

数をもとに最確数表からMPN値を求め，さらに得られ

た数値を5倍して試料100g当たりのカンピロバクター

汚染菌数を求めた．なお，3管法によるカンピロバクタ

ー陽性本数が 0，0，0 となった場合を＜ 1 . 2 l o g

MPN/100g，一方，3，3，3となった場合を＞3 .7log

MPN/100gとした．また，作製した鶏肉の5倍乳剤の

残りを微好気状態で42℃，24時間培養後，mCCDA培

地に塗抹して培養し，定性的にカンピロバクターの分離

も行った．国産鶏肉の各検体当たり2菌株について，輸

入鶏肉の各検体当たり3菌株について，酢酸インドキシ

ル加水分解試験，馬尿酸塩加水分解試験，ナリジクス酸

（30μg）とセファロチン（30μg）に対する感受性試験

により菌種の同定を行った.

サルモネラ定量検査法：検体 2 5 g に B P W 培地

（Buffered Peptone Water, Oxoid, U.K.）225mlを添

加後，ストマッカーで約1分間処理して10倍乳剤を作

製した．この乳剤を3本の空の試験管にそれぞれ10ml

ずつ分注し，さらに，試料乳剤1ml及び0.1mlをそれぞ

れBPW培地が10ml入った試験管の3本ずつに接種し，

37℃，24時間培養した．各試験管の培養液0.5mlをRV

培地（Rappaport-Vassiliadis Enrichment Broth, Oxoid,

U.K.）に接種して42℃，24時間培養後，各試験管の培

養液の1白金耳量をXLD培地（Oxoid, U.K.）に塗抹し

て37℃，24時間培養した．培地上のサルモネラを疑う

集落の2～3個を TSI培地（栄研化学譁，東京）及び

L I M培地（栄研化学譁，東京）にそれぞれ接種後，

37℃，24時間培養後に生化学性状を確認し，サルモネ

ラ陽性試験管を決定した．各培養段階における試験管の

陽性数をもとに最確数表からMPN値を求め，さらに得

られた数値を10倍して鶏肉100g当たりのサルモネラ汚

染菌数を求めた．また，作製した鶏肉の10倍乳剤の残

りを37℃，24時間培養後，その0.5mlをRV培地に接

種して42℃，24時間培養した．RV培地の1白金耳量を

XLD培地に塗抹して，前述した条件で培養し，定性的

にサルモネラの分離も行った．

次に，サルモネラ属菌の生化学性状に一致した株は，

市販のサルモネラ免疫血清（デンカ生検譁，東京）を用

いてO群抗原，H抗原（蠢相，蠡相）を調べ，血清型を

決定した．

分離株の薬剤感受性試験法：カンピロバクターは全菌

株（国産鶏肉の場合には1検体当たり2株，輸入鶏肉の

場合には1検体当たり3株）及びサルモネラは1検体当

たり 1 株を試験に供した．米国臨床検査標準化協会

（CLSI）の抗菌薬ディスク感受性試験法に基づき，ミュ

ーラー・ヒントン培地（Oxoid, U.K.）とセンシ・ディ

スク（日本ベクトン・ディッキンソン譁，東京）を用い

たKirbyhBauer法により実施した．

供試薬剤は，カンピロバクターの場合は，キノロン系

のナリジクス酸（NA），シプロフロキサシン（CPFX），

ノルフロキサシン（NFLX），オフロキサシン（OFLX），

及びマクロライド系のエリスロマイシン（EM）の計5

種類を用いた．サルモネラの場合は，キノロン系のNA，

CPFX，NFLX，OFLX，アミノグリコシド系のストレ

プトマイシン（SM），カナマイシン（KM），ゲンタマイ

シン（GM），βhラクタム系のアンピシリン（ABPC）

の他，ホスホマイシン（F O M），テトラサイクリン

（TC），クロラムフェニコール（CP）及びスルファメト

キサゾール・トリメトプリム合剤（ST）の計12種類を

用いた．なお，EMに対して耐性を示したカンピロバク

ターの株については，Etest（シスメックス・ビオメリ

ュー譁，東京）を用いて，最小発育阻止濃度（MIC）を

測定した．

成　　　　　績

国産鶏肉のカンピロバクターとサルモネラの汚染状

況：表1に国産鶏肉のカンピロバクターとサルモネラの

汚染菌数（log MPN/100g）を示した．

カンピロバクターは国産鶏肉の61.0％（94/154検体）

が陽性を示した．分離されたカンピロバクターの菌種は

Campylobacter jejuniが96.8％（182/188），C. coliが

3.2％（6/188）で，2菌種の混合感染はなかった．鶏肉の

カンピロバクター汚染菌数は1.5～1.9log MPN/100gが

13.6％（21/154），2.0～ 2.9log MPN/100gが19.5％

（30/154），3.0～3.7log MPN/100gが16.9％（26/154），

＞3.7log MPN/100gが9.7％（15/154）であった．ま

た，MPN法による定量試験では検出限界未満であった

が，定性試験では陽性を示したものが1 .3 ％（2/154）

あった．

サルモネラは国産鶏肉の47.4％（73/154検体）が陽

性を示し，分離されたサルモネラの血清型はSalmonel-

la Infantisが 90.4％（66/73）， S. Typhimuriumが

4.1％（3/73），S. Manhattanが2.7％（2/73），S. Hadar

が1.4％（1/73），S. Schwarzengrundが1.4％（1/73）

であり，複数の血清型に汚染されていた検体はなかった．

鶏肉のサルモネラ汚染菌数は1.5～ 1.9log MPN/100g

が 16.2％（25/154），2.0～ 2.9log MPN/100gが 3.9％

（6/154），3.0～3.7log MPN/100gが1.3％（2/154）で

あった．また，MPN法による定量試験では検出限界未

満であったが，定性試験で陽性を示したものが26.0 ％
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（40/154）あった．

なお，国産鶏肉の14.9％（23/154検体）は，カンピ

ロバクターとサルモネラのどちらも陽性であった．

輸入鶏肉のカンピロバクターとサルモネラの汚染状

況：表2に輸入鶏肉のカンピロバクターとサルモネラの

汚染菌数（log MPN/100g）を示した．

カンピロバクターは輸入鶏肉の28.1％（27/96検体）

が陽性を示し，分離されたカンピロバクターの菌種は

C. jejuniが65.4％（53/81），C. coliが34.6％（28/81）

であり，2菌種の混合感染はなかった．鶏肉のカンピロ

バクター汚染菌数は1.5～1.9log MPN/100gが16.7％

（16/96），2.0～ 2.9log MPN/100gが 1.0％（1/96），

3.0～ 3.7log MPN/100gが 1.0％（1/96）であった．

また，MPN法による定量試験では検出限界未満であっ

たが，定性試験では陽性を示したものが9.4％（9/96）

あった．

サルモネラは輸入鶏肉の17 .7 ％（17/96 検体）が陽

性を示し，分離されたサルモネラの血清型はS. Enteri-

tidisが64.7％（11/17），S. Saintpaulが11.8％（2/17），

S. Heidelbergが 11.8％（2/17），S. Senftenbergが

5.9％（1/17），S. Infantisが5.9％（1/17）であり，複

数の血清型に汚染されていた検体はなかった．汚染菌数

は 1.5～ 1.9log MPN/100gが 4.2％（4/96）であり，

MPN法による定量試験では検出限界未満であったが，

定性試験では陽性を示したものが13.5％（13/96）あっ

た．

なお，輸入鶏肉の5.2％（5/96検体）は，カンピロバ

クターとサルモネラのどちらも陽性であった．

分離株の薬剤感受性試験：表3に分離されたカンピロ

バクターの菌種と薬剤耐性パターンを示した．

国産鶏肉由来株は C. jejuniの 40.1％（73/182），

C. coliの66.7％（4/6）が供試した5薬剤のうちのいず

れかに耐性を示した．供試薬剤別にみると，C. jejuniは

NA耐性株が40 .1 ％（73/182）と最も多く，次いで

NFLK，OFLK，CPFXの3剤に対して耐性を示した株

が35.2％（64/182）あった．

一方，輸入鶏肉由来株はC. jejuniの45.3％（24/53），

C. coliの46.4％（13/28）が供試した5薬剤のうちのい

表 1　国産鶏肉のカンピロバクターとサルモネラの汚染菌数 

 
もも肉 71

 カンピロバクター 50（70.4） 1　（1.4）b） 11（15.5） 13（18.3） 14（19.7） 11（15.5） 
   サルモネラ 26（36.6） 13（18.3）　 12（16.9） 1　（1.4） 　0　　　 　0　　　 

 
むね肉 62

 カンピロバクター 40（64.5） 1　（1.6）　 6　（9.7） 17（27.4） 12（19.4） 　4　（6.5） 
   サルモネラ 38（61.3） 24（38.7）　 11（17.7） 3　（4.8） 　0　　　 　0　　　 

 
手羽先 21

 カンピロバクター 4（19.0） 0　　　　 　4（19.0） 0　　　 　0　　　 　0　　　 
   サルモネラ 9（42.9） 　3（14.3）　 2　（9.5） 2　（9.5） 　2　（9.5） 　0　　　 

 
合　計 154

 カンピロバクター 94（61.0） 2　（1.3）　 21（13.6） 30（19.5） 26（16.9） 15　（9.7） 
   サルモネラ 73（47.4） 40（26.0）　 25（16.2） 6　（3.9） 　2　（1.3） 　0　　　 

汚染菌数 log MPN/100g
検　体 検体数 菌　種 陽性検体数 

（％） 検出限界未満 a） 1.5～1.9 2.0～2.9 3.0～3.7 ＞3.7

a）検出限界はカンピロバクターが＜1.2 log MPN/100g，サルモネラが＜1.5 log MPN/100g 
b）陽性検体数（％） 

表 2 　輸入鶏肉のカンピロバクターとサルモネラの汚染菌数 

 
もも肉 75

 カンピロバクター 24（32.0） 　7　（9.3）b） 16（21.3） 1（1.3） 0 
   サルモネラ 15（20.0） 12（16.0） 　3　（4.0） 0 0 

 
ささみ 10

 カンピロバクター 　0 　0 　0 0 0 
   サルモネラ 　1（10.0） 　0 　1（10.0） 0 0 

 
むね肉 7

 カンピロバクター 　1（14.3） 　1（14.3） 　0 0 0 
   サルモネラ 　0 　0 　0 0 0 

 
手羽先 4

 カンピロバクター 　2（50.0） 　1（25.0） 　0 0 1（25.0） 
   サルモネラ 　1（25.0） 　1（25.0） 　0 0 0 

 
合　計 96

 カンピロバクター 27（28.1） 　9　（9.4） 16（16.7） 1（1.0） 1（1.0） 
   サルモネラ 17（17.7） 13（13.5） 　4　（4.2） 0 0

a）検出限界はカンピロバクターが＜1.2 log MPN/100g，サルモネラが＜1.5 log MPN/100g 
b）陽性検体数（％） 

検　体 検体数 菌　種 陽性検体数（％） 
検出限界未満 a） 

汚染菌数 log MPN/100g

3.0～3.72.0～2.91.5～1.9
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ずれかに耐性を示した.供試薬剤別にみると，C. jejuni

はNA，NFLK，OFLK，CPFXの4剤に対して耐性を示

した株が45.3％（24/53）あった. C. coliは，EMに対

して耐性を示した株が28.6％と最も多く，次いでNA耐

性株が17.9％（5/28），CPFX，NFLK，OFLXの3剤

に対して耐性を示した株が7.1％（3/28）あった．

Etestを用いてEMに対するMICを測定した結果，供

試した8株のMICは128μg/mlが3株，512μg/mlを

超えるものが5株あった．

表4に分離されたサルモネラの血清型と薬剤耐性パタ

ーンを示した．

すべての菌株が供試した12薬剤のうちのいずれかに

耐性を示した．国産鶏肉由来株の83 .4 ％（61/73）が

SM，TCなど複数の薬剤に対して耐性を示した．供試

薬剤別にみると，TC耐性株が90.4％（66/73）と最も

多く，次いでSM耐性株が86.3％（63/73）であった．

S. InfantisはSM，TC，ST，KM，NAの5剤に対して

耐性を示した株が7.6％，SM，TC，ST，KMの4剤に

対して耐性を示した株が24.2％，SM，TC，STの3剤

に対して耐性を示した株が 25 . 8 ％あった．また，

S. Hadarの1株はSM，TC，KMの3剤に対して耐性を

示した．

一方，輸入鶏肉由来株の29.4％（5/17）がSM，TC

など複数の薬剤に対して耐性を示した．S. Enteritidis

の90 .9 ％（10/11）はNAのみに耐性を示し，また，

S. Infantisは SM，TC，ST，KMの4剤に対して耐性

を示した．供試薬剤別では，N A 耐性株が 58 . 8 ％

（10/17）と最も多く，次いでSM及びTC耐性株がとも

に29.4％（5/17）であった．

考　　　　　察

今回の調査では，国産鶏肉の61.0％（94/154検体），

輸入鶏肉の28 .1 ％（27/96 検体）からカンピロバクタ

ーが分離された．市販鶏肉では，輸入品よりも国産品の

方が汚染率・汚染菌数とも高く，本食中毒の原因食品と

して重要であることが改めて示された．国産鶏肉の汚染

菌数（log MPN/100g）は90.3％（139/154検体）が

3.7以下であり，著者ら［7］が5年前に4県（秋田，新

潟，埼玉，静岡）で市販食肉を対象として行った定量成

績とほぼ同様の値であった．これより5年前に比べても

養鶏場や食鳥処理場におけるカンピロバクターの汚染対

策が十分には進んでいないことが示唆された．

一方，輸入品の汚染菌数（ log MPN/100g）は

97.9％（94/96検体）が2.0未満であり，国産品よりも

1オーダー以上低いことが明らかとなった．本試験に使

用した輸入品はすべて冷凍状態で流通・販売されてい

た.カンピロバクターは1回の凍結・解凍により菌数が

1/10から1/100に減少することから［10, 11］，検査前

の凍結・解凍により鶏肉を汚染していた多くの菌が死滅

したと考えられる．しかしながら，カンピロバクター食

中毒は，他の食中毒細菌と異なり，数百個という少ない

菌量で発症することが知られていることから［12］，輸

入鶏肉であってもその取り扱いには十分に注意する必要

があることが示唆された.

また，国産鶏肉から分離されたカンピロバクターは

C. jejuniの割合が高く，C. coliはわずか3.2％であった

のに対し，輸入鶏肉ではC. coliの割合が34.6％であっ

表 3　分離されたカンピロバクターの菌種と薬剤耐性パ
ターン 

   NA/NFLK/OFLK/CPFX 　64（35.2） 
  C. jejuni（182） NA 　9　（4.9） 
   　―＊ 109（59.9） 

  
C. coli（6）

 NA/NFLK/OFLK/CPFX 　4（66.7） 
   ― 　2（33.3） 

  
C. jejuni（53）

 NA/NFLK/OFLK/CPFX 　24（45.3） 
   ― 　29（54.7） 

   EM 　8（28.6） 
  

C. coli（28）
 NA/NFLK/OFLK/CPFX 　3（10.7） 

   NA 　2　（7.1） 
   ― 　15（53.6） 

供試薬剤：NA，NFLK，OFLK，CPFK，EM 
＊供試した 5薬剤すべてに感受性 

国産 
鶏肉 

輸入 
鶏肉 

検体 菌種 
（供試菌株数） 

薬剤耐性 
パターン 

耐性菌株数 
（％） 

表 4 　分離されたサルモネラの血清型と薬剤耐性パターン 

国産 
鶏肉 

輸入 
鶏肉 

検体 血清型 
（供試菌株数） 

薬剤耐性 
パターン 

耐性菌株数 
（％） 

 SM/TC 18（27.3） 
 SM/TC/ST 17（25.8） 
 SM/TC/ST/KM 16（24.2） 
 S. Infantis（66） SM/TC/ST/KM/NA 　5　（7.6） 
 TC 　4　（6.1） 
 TC/KM/NA 　3　（4.5） 
 SM 　3　（4.5） 

 
S. Typhimurium（3）

 SM 　2（66.7） 
 ABPC 　1（33.3） 

 
S. Manhattan（2）

 SM/TC 　1（50.0） 
 TC 　1（50.0） 

 S. Hadar（1） SM/TC/KM 　1　（100） 

 S. Schwarzengrund（1） ABPC 　1　（100） 

S. Enteritidis（11）
 NA 10（90.9） 

  SM/TC 　1　（9.1） 

 S. Saintpaul（2） ABPC 　2　（100） 

 S. Heidelberg（2） SM/TC 　2　（100） 

 S. Senftenberg（1） SM/TC 　1　（100） 

 S. Infantis（1） SM/TC/ST/KM 　1　（100） 

供試薬剤：SM，KM，GM，ABPC，FOM，TC，CP，
ST，NA，CPFX，NFLK，OFLK



鶏肉のカンピロバクター，サルモネラ汚染と薬剤感受性試験

446日獣会誌　67 442～448（2014）

た．わが国のカンピロバクター食中毒の原因菌はそのほ

とんどがC. jejuniであるのに対し，諸外国ではC. coli

の割合も高く［13］，国の違いにより鶏の腸管内に生息

するカンピロバクターの菌種に差がみられることが示唆

された.

一方，サルモネラは国産鶏肉の47 .4 ％（73/154 検

体），輸入鶏肉の17.7 ％（17/96検体）から分離され，

カンピロバクターと同様に国産品の陽性率が高かった．

鶏が持つ食糞の習性が，養鶏場内における各種病原菌の

水平感染の原因の一つとなっている．今回の輸入鶏肉の

産地はほとんどがブラジル産であったが，国内の養鶏場

は海外のものに比べ規模が小さく，飼養密度が高いこと

から，鶏舎内でのカンピロバクターやサルモネラの水平

感染が起こりやすい環境であることが推測された．国

内・外のブロイラーの飼育環境の違いと両菌の汚染率の

関係については，今後詳細に検討する必要があると思わ

れる．

鶏肉のサルモネラ汚染菌数（log MPN/100g）は全体

的にカンピロバクターに比べ低かった．しかしながら，

サルモネラはカンピロバクターに比べ，環境中での生残

性が高く，保存温度の上昇により食品中で菌が増殖する

こともあることから［14］，鶏肉の取り扱いには十分に

注意する必要あると考える．今回の調査により，国産鶏

肉の14.9％（23/154検），輸入鶏肉の5.2％（5/96検

体）はカンピロバクターとサルモネラの両方の菌に汚染

されていることが明らかとなったが，同一検体から分離

されたカンピロバクターとサルモネラの汚染菌数に相関

はみられなかった．市販鶏肉の細菌汚染は，個々の鶏の

保菌状況の他に，食鳥処理場における相互汚染など，複

数の要因によって起こると考えられることから，農場か

ら食卓までの一連の流れの中で，鶏肉汚染のメカニズム

を解明し，その対策を取る必要があると考える．

国内のブロイラーの糞便から分離されたサルモネラの

血清型はS. Infantisが多く，TCやSMに対する薬剤耐

性の割合が高いことが報告されている［5, 6］．また，本

血清型のサルモネラにより汚染された鶏肉が原因と考え

られた食中毒事例も報告されている［15］．今回の調査

でも国産鶏肉分離株の主要血清型は S. Infantisであっ

たことから鶏肉の温度管理を徹底し，鶏肉上でサルモネ

ラ属菌を増やさないこと，また，調理の際には十分に加

熱することが重要であると考える．

これに対して，輸入鶏肉から分離されたサルモネラの

64.7％（11/17株）は S. Enteritidisであった．S. En-

teritidisによる食中毒の原因食品としては鶏卵がよく知

られており，食中毒事例も数多く報告されているが（厚

生労働省ホームページ;全国食中毒統計），輸入鶏肉もサル

モネラ食中毒の感染源として注意を払う必要があること

が示された．

薬剤感受性試験では，カンピロバクターは国産鶏肉由

来C. jejuniの35.2％，C. coliの66.7％，及び輸入鶏肉

由来 C. jejuniの45.3％がNA，CPFX，NFLX，OFLX

の4剤に耐性を示した．近年，国内で飼育されたブロイ

ラーから分離されるカンピロバクターでは，キノロン系

薬剤に対する耐性率が高いことが報告されており［2 ,

4］，市販鶏肉についても同様であることが示された．こ

れらの耐性菌が鶏肉から分離された原因の一つとして，

ブロイラーの飼料中に添加された抗菌性物質が考えられ

るが，その使用実態を含め今後さらに詳細に検討する必

要があると考える．

細菌のキノロン耐性メカニズムとしては，DNAの転

写・複製に関与するDNAジャイレースやトポイソメレ

ース蠶などの酵素をコードする遺伝子の変異が知られて

いる［16］．カンピロバクターのキノロン耐性獲得には，

DNAジャイレースのみが関与しているため，より容易

にキノロン耐性となり得ることが報告されている［17］．

さらに，サルモネラとは異なり，gyrA遺伝子上の複数

のアミノ酸変異ではなく，Thrh86→ Ileの一つのアミノ

酸変異で高い耐性を示すことも知られている［18］．今

回，サルモネラに比べ，カンピロバクターの方が複数の

キノロン系薬剤に対して高い耐性率を示した理由とし

て，この耐性獲得メカニズムの違いが原因の一つである

と考えられる．

今回は，C. jejuniのEM耐性株は認められなかった

が，輸入鶏肉から分離されたC. coli 8株（28.6％）が

EMに対して耐性を示すとともに62.5％（5/8株）の菌

株で512μg/mlを超える高い値を示した．現在，EMは

わが国の医療機関においてカンピロバクター腸炎の第一

選択薬として使用されていることから，本薬剤に対する

耐性菌の出現動向には今後も十分に注意する必要がある

と考える．
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Quantitative Contamination Level of Campylobacter and Salmonella Species 
in Commercial Chicken Meat and their Drug Susceptibility

Kazuaki ONO†

＊ Saitama Prefectural Institute of Public Health, 410h1 Ewai, Yoshimi-cho, Hiki-gun, 355h
0133, Japan

SUMMARY

A total of 250 commercial chicken meat samples were examined for the contamination rates of Campylobac-
ter and Salmonella species and the most probable number (MPN) in the meats.  Campylobacter spp. was detect-
ed at a rate of 61.0% (94/154) in domestic chickens and 28.1% (27/96) in imported ones.  While C. jejuni was
the major species of the isolates, the rate of C. coli in imported chickens was higher than that in domestic ones.
Most Campylobacter-positive samples were contaminated with less than 3.0 log MPN/100g.  Salmonella spp.
was detected at a rate of 47.4% (73/154) in domestic chickens and 17.7% (17/96) in imported ones.  The major
serotype of the isolates from domestic chickens was S. Infantis, while S. Enteritidis was the major serotype
from imported ones.  Most Salmonella-positive samples were contaminated with less than 2.0 log MPN/100g.
The antimicrobial susceptibility, using five drugs for Campylobacter isolates and 12 drugs for Salmonella iso-
lates, showed that 42.4% (114/269) and 100% (90/90) were resistant to one or more drugs, respectively.  Among
the resistant C. jejuni strains, 35.2% (64/182) of the isolates from domestic chickens and 45.3% (24/53) of the
isolates from imported chickens showed multiple resistances to nalidixic acid (NA), norfloxacin (NFLX),
ofloxacin (OFLX) and ciprofloxacin (CPFX).  In addition, eight C. coli strains obtained from imported chickens
exhibited resistance to erythromycin (EM).  As for Salmonella, 12.1% (8/66) of S. Infantis and 90.9% (10/11) of
S. Enteritidis were resistant to NA.
― Key words : antimicrobial drug susceptibility, Campylobacter, commercial chicken meat, MPN method, Salmonella.
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